様式Ⅱ







提案概要書










	応募者番号
	










様式Ⅱ
提案概要書
	提案内容

	※本事業の意義、目的を十分理解した上で、本事業の運営方針及び提案する嫌気性消化技術と固形燃料化技術、汚泥処理施設等の維持管理及びし尿・浄化槽汚泥及び下水汚泥等の受入れから有効利用までの事業概要について、以下の項目を含めて記載すること。
　
　(1) 事業運営方針
　(2) 嫌気性消化施設の施設規模・稼働日数
　(3) バイオガス発生量とバイオガス利用用途
(4) 固形燃料化施設の施設規模・稼働日数
　(5) 汚泥処理施設等の処理フローと技術内容の特徴
　(6) (2)の根拠とする処理量及び性状
※提案バイオマス処理事業を提案する場合はその量と性状も示すこと
(7) (4)の根拠とする脱水汚泥量及び性状
　(8) 固形燃料化物の品質
　(9) 汚泥処理施設等の維持管理方針
　(10)汚泥処理施設等の安全・安定性
　(11) 環境への配慮内容
(12) バイオガス発電施設の施設規模・設置面積及び利用するガス量
　(13) 付帯事業(バイオガス発電事業を除く)














※本様式は提案概要を求めるものであり、本様式に記載した内容は評価対象とはならない。従って、提案に際して特に工夫・配慮した点については、該当する様式集へ記載すること。

	※A3版2ページ以内（図面・表等を含む）
	応募者番号
	


様式Ⅲ







要求水準に係る事業提案書










	応募者番号
	









様式Ⅲ-1-1
各企業の役割分担及び関係等
	提案内容

	１　本事業に関わる企業名、各企業の役割、関係等について、図表等も用いて記述してください。
２　各企業のPFI・DBO事業等の実績及び今までの経験を踏まえた本事業に対する取り組み内容を記述して下さい。

































	
	応募者番号
	


様式Ⅲ-1-1
各企業の役割分担及び関係等
	提案内容

	３　設計・建設企業及び維持管理・運営企業のPFI・DBOの実施状況

・PFI・DBO事業の実施件数　　　　　　　件
　※設計・建設企業と維持管理・運営企業ごとに記入してください。

・各PFI・DBO事業の概要
※下記の記載例にしたがって、記入してください。
※正本においては、自治体名及び事業名を正式名称で記入し、副本においては、自治体名及び事業名は伏せて記入してください。
事業１
	事業種別
	下水道
	自治体名
	A市
	事業名
	○○事業

	事業方式
	PFI
	事業開始時期
	H28.4
	整備期間
	2年
	運営期間
	20年

	事業趣旨
	下水汚泥固形燃料化事業。炭化方式。施設規模○○wet／年。





	※１、２はA4版2ページ以内（図表を含む。
※３はページ制限なし。
	応募者番号
	


様式Ⅲ-1-2
設計・建設に係る配置予定技術者の資格

１　機械器具設置工事に関わる監理技術者
	担当
	中部浄化センター

	企業名
	

	氏名
	

	資格
	※資格証明書類を添付すること。

	手持ち業務の有無
	有り（　　　件）　・　無し



	担当
	南部浄化センター

	企業名
	

	氏名
	

	資格
	※資格証明書類を添付すること。

	手持ち業務の有無
	有り（　　　件）　・　無し




２　建築物の設計を行う者
	担当
	中部浄化センター

	企業名
	

	氏名
	

	資格
	※資格証明書類を添付すること。

	手持ち業務の有無
	有り（　　　件）　・　無し



	担当
	南部浄化センター

	企業名
	

	氏名
	

	資格
	※資格証明書類を添付すること。

	手持ち業務の有無
	有り（　　　件）　・　無し






３　電気工事に係わる監理技術者あるいは主任技術者
	担当
	中部浄化センター

	企業名
	

	氏名
	

	資格
	※資格証明書類を添付すること。

	手持ち業務の有無
	有り（　　　件）　・　無し



	担当
	南部浄化センター

	企業名
	

	氏名
	

	資格
	※資格証明書類を添付すること。

	手持ち業務の有無
	有り（　　　件）　・　無し




４　土木工事に係わる監理技術者あるいは主任技術者
	担当
	中部浄化センター

	企業名
	

	氏名
	

	資格
	※資格証明書類を添付すること。

	手持ち業務の有無
	有り（　　　件）　・　無し



	担当
	南部浄化センター

	企業名
	

	氏名
	

	資格
	※資格証明書類を添付すること。

	手持ち業務の有無
	有り（　　　件）　・　無し







５　建築工事に係わる監理技術者あるいは主任技術者
	担当
	中部浄化センター

	企業名
	

	氏名
	

	資格
	※資格証明書類を添付すること。

	手持ち業務の有無
	有り（　　　件）　・　無し



	担当
	南部浄化センター

	企業名
	

	氏名
	

	資格
	※資格証明書類を添付すること。

	手持ち業務の有無
	有り（　　　件）　・　無し





様式Ⅲ-1-2（別添）
誓約書
令和2年　月　日
（あて先）いわき市長　
１「いわき市下水汚泥等利活用事業建設工事」において申請しました(監理技術者あるいは主任技術者) (氏名) □□□□が、現在従事しております△△△発注の「(従事中工事名)◇◇◇◇工事」は、完成書類一式及び完了届を◯月◯日に提出し、◯月◯日までに完成検査を受ける予定です。
【発注者確認欄】
上記の内容に相違ありません。
発注者　工事監督員
所属：
氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　印（サインでも結構です。）
連絡先：
（いわき市生活環境部下水道事業課が確認するため連絡させていただくことがありますので、ご了承願います。）
２事業提案書提出日（８月３１日）までに、前記１に従って全て履行し、完成検査に合格しましたら、速やかにそれを確認できる書類（工事完成通知書など）を添え、貴市にご報告します。
３前記２のご報告を事業提案書提出日（８月３１日）の午前９時までに貴市に行わなかった場合又は同日までに完成検査に合格できなかった場合は、当方の本申請工事における応募資格の有無について、貴市の判断に従います。この場合、貴市が応募資格なしと判断しても異議はありません。
４以上の他、技術者に関することにつきましては、貴市の判断に従うことに異議はありません。
以上、誓約します。

所在地
商号又は名称代表者
　　　　　　　　　　㊞
営業担当者名

担当部署

電話番号


令和2年　　月　　日
いわき市長 


グループの名称

代表者　所在地
商号又は名称
代表者役職・氏名				㊞


誓 約 書



工事名：いわき市下水汚泥等利活用事業建設工事



１　　本工事の履行にあたり、監理技術者あるいは主任技術者及び現場代理人の配置につきましては、建設業法等、工事請負契約条項及び貴市の定めた条件を遵守します。


２ 　前項で定める技術者及び現場代理人を適切に配置できなかった場合、建設工事請負契約（中部編）条項第48条第1項及び建設工事請負契約（南部編）条項第48条第1項に基づき契約解除となっても異議はありません。


以上、誓約します。



様式Ⅲ-2
事業実施の基本方針
	提案内容

	※募集要項等の内容を踏まえ、次の事項に関して、具体的かつ簡潔な提案を記載すること。
　
１　本事業を実施するにあたっての基本方針について

２　本事業を実施するにあたっての課題認識及びその対応方針について

３　その他



















	※A4版2ページ以内（図表を含む）
	応募者番号
	


様式Ⅲ-3
嫌気性消化技術
	提案内容

	１　稼働実績
	発注者
	処理場名
	消化方式・槽形式
	施設規模
	稼働年月日
	対象汚泥

	●●市
	●●下水
処理場
	（中温消化・鋼板製など）
	●●wet-t/日
×●槽
	平成●.●.●～
	（全量下水汚泥など）

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※本表には、提案する嫌気性消化技術の本事業募集公告日時点における、日本国内の下水道事業での稼働実績を全て記載すること。また、本表の記載内容が確認できる根拠資料を添付すること。根拠資料には、提案する嫌気性消化技術が、嫌気性消化施設を建設する企業製のものであることの証明資料も添付すること。添付する根拠資料の様式は、自由とする。
※正本においては、上表の項目について全て記入し、副本においては、発注者、処理場名、消化方式は記入しないこと。なお、副本における処理場名の欄には、「流域下水道施設」、「公共下水道施設」、「廃棄物処理施設」、「し尿処理施設」のいずれかを記入し、日本国内の公共事業での稼働実績であることが確認できるようにすること。

２　技術評価・証明等
	該当項目
	評価日
登録番号
採択日等
	評価有効期間
稼動期間
	件名
処理場名
	消化方式
	対象汚泥

	（1）～(4)のいずれか
	平成●.●.●●●●●
	平成●.●.●～
平成●.●.●
	
	（高効率消化など）
	（全量下水汚泥など）

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※本表には、提案する嫌気性消化技術の本事業募集公告日時点における、要求水準書（中部浄化センター編）第1章2　2.6に示すもののいずれかを記載すること。また、本表の記載内容が確認できる根拠資料を添付すること。根拠資料には、提案する嫌気性消化技術が、嫌気性消化施設を建設する企業製のものであることの証明資料も添付すること。添付する根拠資料の様式は、自由とする。
※正本においては、上表の項目について全て記入し、副本においては、件名、消化方式は記入しないこと。

	
	応募者番号
	


様式Ⅲ-3
嫌気性消化技術
	提案内容

	３　提案施設規模及び稼働日数
※嫌気性消化施設及びバイオガス発電施設の施設規模、系列数等に関する以下の事項について記載すること。

1 消化槽容量　●●m3×●槽
（内訳　　日最大投入汚泥量：●●m3/日
　　　　　消化日数　　　　：●　日）

②　嫌気性消化施設の規模の根拠とする処理量及び性状
※提案バイオマス処理事業を提案する場合はその量と性状も示すこと。
　※下水汚泥及びし尿・浄化槽汚泥の各処理量及び各性状及び総投入汚泥量及び性状は、実績を参考に事業者が設定すること。設定にあたり考慮した変動率も示すこと。

③　日平均バイオガス発生量　●●Nm3/日　（年間●●Nm3/年を想定）
　※発生するバイオガスの利用用途と各利用量も記載すること。
　※バイオガス発生量は算定根拠を添付すること。添付する根拠資料の様式は、自由とする。

④　バイオガス発電施設の規模　●●kW
　　発電効率　　●●％
バイオガス発電施設の設置面積　　●●m2
　  ※根拠とする図面番号を示すこと。


	※A4版6ページ以内（図表を含む）
	応募者番号
	


様式Ⅲ-4
下水汚泥固形燃料化技術
	提案内容

	１　稼働実績
	発注者
	処理場名
	固形燃料化方式
	施設規模
	稼働年月日
	対象汚泥

	●●市
	●●下水
処理場
	（炭化方式など）
	●●wet-t/日
×●基
	平成●.●.●～
	（全量下水汚泥など）

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※本表には、提案する固形燃料化技術の本事業募集公告日時点における、日本国内の下水道事業での稼働実績を全て記載すること。また、本表の記載内容が確認できる根拠資料を添付すること。根拠資料には、提案する固形燃料化技術が、固形燃料化施設を建設する企業製のものであることの証明資料も添付すること。添付する根拠資料の様式は、自由とする。
※正本においては、上表の項目について全て記入し、副本においては、発注者、処理場名、固形燃料化方式は記入しないこと。なお、副本における処理場名の欄には、「流域下水道施設」、「公共下水道施設」、「廃棄物処理施設」、「し尿処理施設」のいずれかを記入し、日本国内の公共事業での稼働実績であることが確認できるようにすること。

２　技術評価・証明等
	該当項目
	評価日
登録番号
採択日等
	評価有効期間
稼動期間
	件名
処理場名
	固形燃料化
方式
	対象汚泥

	（1）～(4)のいずれか
	平成●.●.●●●●●
	平成●.●.●～
平成●.●.●
	
	（炭化方式など）
	（全量下水汚泥など）

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※本表には、提案する固形燃料化技術の本事業募集公告日時点における、要求水準書（中部浄化センター編）第1章2　2.6に示すもののいずれかを記載すること。また、本表の記載内容が確認できる根拠資料を添付すること。根拠資料には、提案する固形燃料化技術が、固形燃料化施設を建設する企業製のものであることの証明資料も添付すること。添付する根拠資料の様式は、自由とする。
※正本においては、上表の項目について全て記入し、副本においては、件名、固形燃料化方式は記入しないこと。

	
	応募者番号
	


様式Ⅲ-4
下水汚泥固形燃料化技術
	提案内容

	３　提案施設規模及び稼働日数
※固形燃料化施設の施設規模、系列数等に関する以下の事項について記載すること。

①　処理能力　●●wet-t/日×●系列

②　稼働日数　●●日/年（年間稼働率●●%）
　※必要とする年間保守点検内容等により、提案する稼働日数の運転が可能であることの考え方を記載すること。

③　対象とする脱水汚泥の性状
　※下図を参考に同様の図表を用いて、提案する固形燃料化施設にて対象とする脱水汚泥の性状範囲を示すこと。

[image: ]

④　固形燃料化物の特性　総発熱量●●MJ/kg-wet
　　　　　　　　　　下水汚泥固形燃料JIS規格（JIS Z7312）●●に該当
　※固形燃料化物の総発熱量の他、特性について記載すること。
　※固形燃料化物の総発熱量は実績またはそれに準ずる根拠に基づくものとし、固形燃料化物の特性が提案する性質を有することの根拠資料を添付すること。添付する根拠資料の様式は、自由とする。

	※A4版5ページ以内（図表を含む）
	応募者番号
	


様式Ⅲ-5-1
施設概要及びプロセス（中部浄化センター）
	提案内容

	１　施設概要とプロセスについて
※汚泥処理施設等及び投入施設の概要及び処理プロセス（汚泥系統、排煙系統、脱臭系統、ユーティリティ系統等）と各処理プロセスの役割・特徴・制御方法等について示し、汚泥処理施設等及び投入施設のフローシート・配置・機種・容量等のシステム全体を決定するに当たっての設計諸元、基本事項等、基本的な考え方を記載すること。






	※A4版6ページ以内（図表を含む）
図面を用いる場合は、A3版とする。
	応募者番号
	


様式Ⅲ-5-2
施設概要及びプロセス（南部浄化センター）
	提案内容

	１　施設概要とプロセスについて
※投入施設の概要及び処理プロセス（汚泥系統、脱臭系統、ユーティリティ系統等）と各処理プロセスの役割・特徴・制御方法等について示し、投入施設のフローシート・配置・機種・容量等のシステム全体を決定するに当たっての設計諸元、基本事項等、基本的な考え方を記載すること。






	※A4版４ページ以内（図表を含む）
図面を用いる場合は、A3版とする。
	応募者番号
	


様式Ⅲ-6-1
配置計画（中部浄化センター）
	提案内容

	１　配置計画について
※汚泥処理施設等及び受入施設の各処理プロセスと施設配置との関係について、その考え方及び特徴等、施設全体の配置計画について記載すること。また、効率的、合理的な配置とするための考え方を具体的に記載すること。


２　汚泥処理施設等に関する維持管理動線について
※以下に示す維持管理動線を、施設配置平面図を用いて示すとともに、各動線の考え方と工夫した点、配慮すべき点について記載すること。なお、平面図に示す動線は、線種・線色を使い分けて分かりやすく図示すること。
　なお、汚泥処理施設等に含まれる既存施設についても合わせて維持管理動線に示すこと。

　・維持管理動線（維持管理作業、保安及び緊急通路等）
　・車両動線（一般車両、固形燃料化物搬出車両、ユーティリティ搬入車両、修繕工事等における工事用車両等）
　・汚泥の流れ
　・ユーティリティの流れ

３　その他
※防鳥対策等、要求水準書に定められている事項のうち、上記「１　配置計画について」、「２　維持管理動線について」に記載していない事項があれば、本項に記載すること。


	※A4版5ページ以内（図表を含む）
図面を用いる場合は、A3版とする。
	応募者番号
	


様式Ⅲ-6-2
配置計画（南部浄化センター）
	提案内容

	１　配置計画について
※受入施設の各処理プロセスと施設配置との関係について、その考え方及び特徴等、施設全体の配置計画について記載すること。また、効率的、合理的な配置とするための考え方を具体的に記載すること。

２　その他
※防鳥対策等、要求水準書に定められている事項のうち、上記「１　配置計画について」に記載していない事項があれば、本項に記載すること。


	※A4版4ページ以内（図表を含む）
図面を用いる場合は、A3版とする。
	応募者番号
	


様式Ⅲ-7-1
機械設備計画（中部浄化センター）
	提案内容

	１　計画検討書
※汚泥処理施設等及び受入施設の機械設備に係る計画検討資料として、物質収支計算書（フローを含む）、熱収支計算書（フローを含む）、容量計算書、機器リストを添付資料として添付すること。なお、各計算書で使用する数値については根拠を明示し、実績に基づく場合は、その実績値の根拠を添付すること。添付資料の様式・頁数は自由とする。
※物質収支計算書及び熱収支計算書については、Microsoft Excel（Windows版、バージョンは2016以前）を使用し、セル内に数式を残した電子データも併せて提出すること。
※物質収支計算書及び熱収支計算書の汚泥性状条件は、様式Ⅲ-3及び様式Ⅲ-4で提案した含水率、強熱減量の変動範囲及び代表性状について整合性に留意して計算を行うこと。提案する処理方式により汚泥性状条件で不要な項目及び必要な項目がある場合は項目数の増減を認める。
※機器リストについては、下表に示す項目を最低限明示したものとすること。
	No.
	機器名称
	仕様
	電動機
	台数
	重量
	メーカー

	
	
	
	
	
	
	


　※表の大きさ及び記入欄は、本表に準じて適宜追加等の変更を行うこと。
　※「No.」については、様式Ⅴのフローシート等に示す機器番号と関連付けること。
　※「仕様」には、形式、性能、構造、材質等を記載すること。
　※「電動機」には、出力[kW]を記載すること。
　※「台数」には、その機器の予備機を含めた台数を記載し、予備機がある場合には「（）」にて予備機の数を記載すること。
　※「重量」及び「メーカー」は、主要機器については必ず記載すること。但し、副本については、メーカーは伏せてください。

２　受入施設
※受入施設の貯留容量とその考え方について記載すること。
※し尿・浄化槽汚泥を他の下水汚泥等と混合貯留する場合は下水汚泥等との混合方法とその考え方について記載すること。

３　汚泥等受入・供給設備
※貯留容量とその考え方について記載すること。
※腐食、摩耗に十分耐え、堅牢であることに対する材質選定の考え方を具体的に記載すること。
※受入施設より送泥される汚泥に対し、均等な混合等の装置上の工夫をしている場合には、この設備について具体的に記載すること。
※提案した汚泥性状に対し、安定的に対応できる設備であることに対する考え方を具体的に記載すること。


	
	応募者番号
	



様式Ⅲ-7-1
機械設備計画（中部浄化センター）
	提案内容

	４　機械濃縮設備（任意）
※施設規模の設定に関する考え方を具体的に記載すること。
※腐食、摩耗及び高温に十分耐え、堅牢であることに対する材質選定の考え方を具体的に記載すること。

５　嫌気性消化設備
※嫌気性消化設備の運転方法（消化温度調整方法、汚泥投入量、汚泥性状の調質方法等）について具体的に記載すること。
※腐食、摩耗等に十分耐え、堅牢かつ断熱性に優れていることに対する材質選定の考え方を具体的に記載すること。
※加温設備容量について発電廃熱による熱量が供給されない場合でも対応できる設備であることに対する考え方を具体的に記載すること。
※提案した汚泥性状に対し、安定的に対応できる設備であることに対する考え方を具体的に記載すること。

６　汚泥脱水機（新設（任意））
※既設脱水機を勘案した施設規模の設定に関する考え方を具体的に記載すること
※腐食、摩耗等に十分耐え、堅牢であることに対する材質選定の考え方を具体的に記載すること。

７　固形燃料化設備
※固形燃料化施設の立上げ及び立下げ方法（汚泥投入量、汚泥性状の調質方法、補助燃料使用量等）について具体的に記載すること。
※腐食、摩耗及び高温に十分耐え、堅牢であることに対する材質選定の考え方を具体的に記載すること。
※提案した汚泥性状に対し、安定的に対応できる設備であることに対する考え方を具体的に記載すること
※要求水準書（中部編）「5.3　排出ガス基準」を満たす適正な排煙処理を行うための考え方を具体的に記載すること。


	
	応募者番号
	


様式Ⅲ-7-1
機械設備計画（中部浄化センター）
	提案内容

	８　固形燃料化物貯留設備
※貯留期間及び容量の考え方を具体的に記載すること。市所有のトラックスケール仕様に配慮されていることも記載すること。
※腐食、摩耗に十分耐え、堅牢であることに対する材質選定の考え方を具体的に記載すること。
※固形燃料化物の貯留に係る消防法及びその他関係法令を明記し、その対処方法に関する考え方を具体的に記載すること。

９　脱臭設備
※基本的な脱臭方式に加え、設置する脱臭設備毎に機器形式及び設備容量の考え方を具体的に記載すること。

10　用役設備
※各ユーティリティ使用量を明示し、その考え方と計算根拠を記載すること。なお、「様式Ⅲ-12　ユーティリティ使用量」の「１　使用量及び排水量」に記載する事業提案値と相違ないよう留意すること。
※市より滅菌後再生水及び滅菌前再生水の供給が一時的に途絶えた場合において、汚泥処理施設等が運転停止に至らないようにする、または安全に停止できるよう、その内容及び考え方を具体的に記載すること。

11　配管及び搬送設備
※機器形式及び設備容量の考え方を具体的に記載すること。

12　その他設備・工事
※本設備を必要とする場合、その理由について記載すること。


	※A4版32ページ以内（図表を含む）
添付資料は含まない。
	応募者番号
	


様式Ⅲ-7-2
機械設備計画（南部浄化センター）
	提案内容

	１　計画検討書
※受入施設の機械設備に係る計画検討資料として、容量計算書、機器リストを添付資料として添付すること。なお、各計算書で使用する数値については根拠を明示し、実績に基づく場合は、その実績値の根拠を添付すること。添付資料の様式・頁数は自由とする。
※機器リストについては、下表に示す項目を最低限明示したものとすること。
	No.
	機器名称
	仕様
	電動機
	台数
	重量
	メーカー

	
	
	
	
	
	
	


　※表の大きさ及び記入欄は、本表に準じて適宜追加等の変更を行うこと。
　※「No.」については、様式Ⅴのフローシート等に示す機器番号と関連付けること。
　※「仕様」には、形式、性能、構造、材質等を記載すること。
　※「電動機」には、出力[kW]を記載すること。
　※「台数」には、その機器の予備機を含めた台数を記載し、予備機がある場合には「（）」にて予備機の数を記載すること。
　※「重量」及び「メーカー」は、主要機器については必ず記載すること。但し、副本については、メーカーは伏せてください。

２　受入・貯留設備
※沈砂槽、受入槽の容量とその考え方について記載すること。
※スカム破砕ポンプ、破砕ポンプの能力とその考え方について記載すること。
※きょう雑物除去・脱水・搬出装置の型式・能力とその考え方について記載すること。
※し尿・浄化槽汚泥を他の下水汚泥等と混合貯留する場合は下水汚泥等との混合方法とその考え方について記載すること。

３　脱臭設備
※高濃度臭気に対する脱臭方式及び能力とその考え方について記載すること。
※低濃度臭気に対する能力とその考え方について記載すること。
※腐食、摩耗に十分耐え、堅牢であることに対する材質選定の考え方を具体的に記載すること。

４　その他設備・工事
※本設備を必要とする場合、その理由について記載すること。


	※A4版10ページ以内（図表を含む）
添付資料は含まない。
	応募者番号
	


様式Ⅲ-8-1
電気設備計画(中部浄化センター)
	提案内容

	１　計画検討書
※汚泥処理施設等及び受入施設の電気設備に係る計画検討資料として、機器リスト(容量計算書)を添付資料として添付すること。なお、添付資料の様式・頁数は自由とする。ただし、機器リストについては、下表に示す項目を最低限明示したものとすること。
	No.
	機器名称
	仕様
	容量
	台数
	重量
	メーカー

	
	
	
	
	
	
	


　※表の大きさ及び記入欄は、本表に準じて適宜追加等の変更を行うこと。
　※「No.」については、「様式Ⅴ　施設整備計画　図面集」のフローシート等に示す機器と関連付けること。
　※「仕様」には、形式、性能、構造、材質等を記載すること。
　※「容量」には、各機器の容量を記載すること。
　※「台数」には、その機器の予備機を含めた台数を記載し、予備機がある場合には「（）」にて予備機の数を記載すること。
　※「重量」及び「メーカー」は、主要機器については必ず記載すること。但し、副本については、メーカーは伏せてください。

（共通）
２　高圧受変電設備
※受電形式、機器構成及び容量の考え方を具体的に記載すること。
※力率及び高調波対策に係る考え方を具体的に記載すること。
※中部浄化センター停電時及び汚泥処理施設等故障時における受変電設備に係る対応方針について記載すること。
※き電盤の状況確認方法及び新設・改造工事が必要な理由について具体的に記載すること。

３　非常用自家発電設備（必要な場合）
※本設備を必要とする場合、その理由について記載すること。
※汚泥処理施設等の安全停止を考慮した負荷設定・保全性及び維持管理等を考慮した機器設計に対する考え方については、「様式Ⅳ-3-3　危機管理体制」に記載すること。

４　配電盤等の設備
※システム形式、機器構成及び容量の考え方を具体的に記載すること。
※高調波抑制対策等を明記すること。



	
	応募者番号
	


様式Ⅲ-8-1
電気設備計画（中部浄化センター）
	提案内容

	（下水汚泥処理施設等）
６　計装設備
※監視、制御、運転及び管理上必要な測定項目及び測定方式について具体的に記載すること。なお、機器リストを示す場合は、添付資料として添付すること。
※各計装機器の機種選定の考え方を具体的に記載すること。
※本設備の記載にあたっては、「要求水準書（中部編）　7.2.2 測定に関する業務」に示される計測項目について漏れなく記載するよう留意すること。

７　監視制御設備
※施設毎にシステム形式、機器構成及び容量の考え方を具体的に記載すること。
※市が管理する監視制御システムへの影響及び、中央監視装置に係る考え方を具体的に記載すること。

８　特殊電源設備
※機器構成及び容量の考え方を具体的に記載すること。

９　運転操作設備
※制御盤方式の選定、シーケンス方式、速度制御方式等に係る考え方を具体的に記載すること。
※市の管理設備との信号送受信に係る考え方を具体的に記載すること。

（受入施設）
10　監視制御設備
※施設毎にシステム形式、機器構成及び容量の考え方を具体的に記載すること。
※市が管理する監視制御システムへの影響及び、中央監視装置に係る考え方を具体的に記載すること。

11　計装設備
※監視、制御、運転及び管理上必要な測定項目及び測定方式について具体的に記載すること。なお、機器リストを示す場合は、添付資料として添付すること。
※各計装機器の機種選定の考え方を具体的に記載すること。
※本設備の記載にあたっては、「要求水準書（中部編）　6.4.5」に示される計測項目について漏れなく記載するよう留意すること。

12　その他設備・工事
※本設備を必要とする場合、その理由について記載すること。

	※A4版15ページ以内（図表を含む）
添付資料は含まない。
	応募者番号
	


様式Ⅲ-8-2
電気設備計画(南部浄化センター)
	提案内容

	１　計画検討書
※受入施設の電気設備に係る計画検討資料として、機器リスト(容量計算書)を添付資料として添付すること。なお、添付資料の様式・頁数は自由とする。ただし、機器リストについては、下表に示す項目を最低限明示したものとすること。
	No.
	機器名称
	仕様
	容量
	台数
	重量
	メーカー

	
	
	
	
	
	
	


　※表の大きさ及び記入欄は、本表に準じて適宜追加等の変更を行うこと。
　※「No.」については、「様式Ⅴ　施設整備計画　図面集」のフローシート等に示す機器と関連付けること。
　※「仕様」には、形式、性能、構造、材質等を記載すること。
　※「容量」には、各機器の容量を記載すること。
　※「台数」には、その機器の予備機を含めた台数を記載し、予備機がある場合には「（）」にて予備機の数を記載すること。
　※「重量」及び「メーカー」は、主要機器については必ず記載すること。但し、副本については、メーカーは伏せてください。

２　受変電・配電盤等設備
※受電形式、機器構成及び容量の考え方を具体的に記載すること。
※力率及び高調波対策に係る考え方を具体的に記載すること。
※南部浄化センター停電時における受変電設備に係る対応方針について記載すること。
※既存施設の変更がある場合、その理由について具体的に記載すること。

３　監視制御設備
※施設毎にシステム形式、機器構成及び容量の考え方を具体的に記載すること。
※市が管理する監視制御システムへの影響及び、中央監視装置に係る考え方を具体的に記載すること。



	
	応募者番号
	


様式Ⅲ-8-2
電気設備計画（南部浄化センター）
	提案内容

	４　計装設備
※監視、制御、運転及び管理上必要な測定項目及び測定方式について具体的に記載すること。なお、機器リストを示す場合は、添付資料として添付すること。
※各計装機器の機種選定の考え方を具体的に記載すること。
※本設備の記載にあたっては、「要求水準書（南部編）　7.2.3　電気・計装設備」に示される計測項目について漏れなく記載するよう留意すること。

５　情報処理装置
※機器構成及び容量の考え方を具体的に記載すること。

６　その他設備・工事
※本設備を必要とする場合、その理由について記載すること。



	※A4版15ページ以内（図表を含む）
添付資料は含まない。
	応募者番号
	


様式Ⅲ-9-1
土木施設計画（中部浄化センター）
	提案内容

	１　土工計画
※土工計画を具体的に示すこと。
※建設残土及び建設汚泥の取り扱い方法について、考え方を具体的に記載すること。
※建設残土を場内に仮置きする場合の対処方法について、考え方を具体的に記載すること。
※汚泥処理施設等への進入路の整備方針について、考え方を具体的に記載すること。
※本提案に係る図面については、「様式Ⅴ　施設整備計画　図面集」に示すこと。

２　建設工事
※汚泥処理施設等内でばいじん等により床面が汚損する恐れのある箇所の排水計画について、具体的に記載すること。
※機器荷重、振動及び機械基礎荷重を考慮した構造計画を示すこと。
※耐震設計の考え方を具体的に示すこと。
※場内整備の実施範囲及び考え方について、具体的に記載すること。

３　その他工事
※本設備を必要とする場合、その理由について記載すること。


	※A4版4ページ以内（図表を含む）
	応募者番号
	


様式Ⅲ-9-2
土木施設計画（南部浄化センター）
	提案内容

	１　土工計画
※土工計画を具体的に示すこと。
※建設残土及び建設汚泥の取り扱い方法について、考え方を具体的に記載すること。
※建設残土を場内に仮置きする場合の対処方法について、考え方を具体的に記載すること。
※受入施設への進入路の整備方針について、考え方を具体的に記載すること。
※本提案に係る図面については、「様式Ⅴ　施設整備計画　図面集」に示すこと。

２　建設工事
※受入施設で床面が汚損する恐れのある箇所の排水計画について、具体的に記載すること。
※機器荷重、振動及び機械基礎荷重を考慮した構造計画を示すこと。
※耐震設計の考え方を具体的に示すこと。
※場内整備の実施範囲及び考え方について、具体的に記載すること。

３　その他工事
※本設備を必要とする場合、その理由について記載すること。


	※A4版4ページ以内（図表を含む）
	応募者番号
	


様式Ⅲ-10-1
建築計画（中部浄化センター）
	提案内容

	１　施設計画
※電気室（必要に応じ監視室及び執務・事務スペース）を含む建築物の施設計画について、考え方を具体的に記載すること。なお、建築物として、その他の機械室や休憩室を設ける場合は、その諸室も含めた施設計画とすること。
※本提案に係る図面については、「様式Ⅴ　施設整備計画　図面集」に示すこと。

２　構造計画
※機器荷重、振動及び機械基礎荷重を考慮した構造計画について、考え方を具体的に記載すること。
※建築物の耐震計画について、考え方を具体的に記載すること。
※建築物と土木構造物との構造上の分類について、考え方を具体的に記載すること。

３　建築設備計画
※換気、空調、給排水衛生設備、照明設備、通信設備について、考え方を具体的に記載すること。
※本提案に係る図面については、「様式Ⅴ　施設整備計画　図面集」に示すこと。

４　消防設備
※消防法に該当する部分における消防設備の考え方を具体的に記載すること。
※本提案に係る図面については、「様式Ⅴ　施設整備計画　図面集」に示すこと。

５　その他設備・工事
※本設備を必要とする場合、その理由について記載すること。


	※A4版4ページ以内（図表を含む）
	応募者番号
	


様式Ⅲ-10-2
建築計画（南部浄化センター）
	提案内容

	１　施設計画
※受入監視、執務・事務スペースを含む建築物の施設計画について、考え方を具体的に記載すること。なお、建築物として、その他の機械室や休憩室を設ける場合は、その諸室も含めた施設計画とすること。
※本提案に係る図面については、「様式Ⅴ　施設整備計画　図面集」に示すこと。

２　構造計画
※機器荷重、振動及び機械基礎荷重を考慮した構造計画について、考え方を具体的に記載すること。
※建築物の耐震計画について、考え方を具体的に記載すること。
※建築物と土木構造物との構造上の分類について、考え方を具体的に記載すること。

３　建築設備計画
※換気、空調、給排水衛生設備、照明設備、通信設備について、考え方を具体的に記載すること。
※本提案に係る図面については、「様式Ⅴ　施設整備計画　図面集」に示すこと。

４　消防設備
※消防法に該当する部分における消防設備の考え方を具体的に記載すること。
※本提案に係る図面については、「様式Ⅴ　施設整備計画　図面集」に示すこと。

５　その他設備・工事
※本設備を必要とする場合、その理由について記載すること。


	※A4版4ページ以内（図表を含む）
	応募者番号
	


様式Ⅲ-11
設計・建設工程及び許認可申請
	提案内容

	１　設計・建設工程
※募集要項等に示す事業スケジュールを踏まえ、設計及び建設期間における主要な行事、調査、許認可申請、事務手続き、設計、建設（機械設備、電気設備、土木、建築ごと）、試運転、完成検査等の工程について記載すること。なお、工程表については、添付資料として添付すること。添付資料の様式・頁数は自由とする。
※中部浄化センター、南部浄化センターそれぞれに対し作成すること。

２　許認可申請
※中部浄化センターの汚泥処理施設等及び受入施設、南部浄化センターの受入施設の建設・稼働に必要な許認可及び届出に係る基本方針について記載すること。
※主要な許認可申請については、添付資料で示す工程表に明示しておくこと。



	※A4版4ページ以内（図表を含む）
添付資料は含まない。
	応募者番号
	


様式Ⅲ-12
ユーティリティ使用量
	提案内容

	１　使用量及び排水量
	種別
	基準値
	事業提案値

	電力
	―
	常時
	●●kWh/日以下

	
	
	最大
	●●kWh/日以下

	上水
	1m3/h以下
	●●m3/h以下

	
	24m3/日以下
	●●m3/日以下

	中部滅菌前処理水
（取水ポンプ更新）
	80m3/h以下
	●●m3/h以下

	
	1,920m3/日以下
	●●m3/日以下

	中部滅菌後再生水
	20m3/h以下
	●●m3/h以下

	
	480m3/日以下
	●●m3/日以下

	南部滅菌前再生水
	1.8m3/min　20m　11kW
	●●m3/h以下

	
	（取水ポンプを更新すること）
	●●m3/日以下

	汚水排水
	―
	●●m3/h以下

	
	
	●●m3/日以下

	補助燃料
	―
	常時
	●●L/h以下

	
	
	最大
	●●L/h以下


※上記ユーティリティ及び雨水排水、脱水汚泥について、市施設との取合い点を、「様式Ⅴ　施設整備計画　図面集」に示すこと。
※補助燃料の単位は適宜変更すること。
※薬品使用量については、事業者手配のためここには示さない。
※中部滅菌前処理水について、取水ポンプを既設利用する場合は更新しない場合の基準値（滅菌後再生水と同値）以下の事業提案値を記載すること。

２　排水水質
	項目
	基準値
	事業提案値

	pH
	5.0～9.0
	●●

	COD負荷
	3,600kg-COD/日以下
	●●kg-COD/日以下

	SS負荷
	2,900kg-SS/日以下
	●●kg-SS/日以下

	シアン化合物
	1.0mg/L以下
	●●mg/L以下

	水温
	60℃以下
	●●mg/L以下


※本表には、中部浄化センターの汚水排水の水質について記載すること。


	※A4版1ページ以内（図表を含む）
	応募者番号
	


様式Ⅲ-13
環境への配慮
	提案内容

	１　事業提案値
（１）-1　中部浄化センター騒音規制基準
	時間帯
	基準値
	目標値
	事業提案値

	昼間
	7時～19時
	75dB
	65dB
	●●dB

	朝・夕
	6時～7時・19時～22時
	70dB
	
	●●dB

	夜間
	22時～6時
	65dB
	
	●●dB


※騒音計算書を添付資料として添付すること。なお、計算書で使用する数値については根拠を明示し、実績に基づく場合は、その実績値の根拠を添付すること。添付資料の様式・頁数は自由とする。

（１）-2　南部浄化センター騒音規制基準
	時間帯
	基準値
	事業提案値

	昼間
	7時～19時
	60dB
	●●dB

	朝・夕
	6時～7時・19時～22時
	55dB
	●●dB

	夜間
	22時～6時
	50dB
	●●dB


※騒音計算書を添付資料として添付すること。なお、計算書で使用する数値については根拠を明示し、実績に基づく場合は、その実績値の根拠を添付すること。添付資料の様式・頁数は自由とする。


（２）振動規制基準
	時間帯
	基準値
	目標値
	事業提案値

	昼間
	7時～19時
	65dB
	60dB
	●●dB

	夜間
	19時～7時
	60dB
	
	●●dB



（３）排出ガス基準
	規制項目
	規制値
	事業提案値

	硫黄酸化物
	法令等
による
	●●ppm以下

	窒素酸化物
	
	●●ppm以下

	ばいじん
	
	●●g/m3N以下

	塩化水素
	
	●●mg/m3N以下

	ダイオキシン類
	
	●●ng-TEQ/m3N以下


※事業提案値については、排出ガス中の酸素濃度が20％を超える場合は20％換算で記載すること。
※本表に記載する事業提案値は、要求水準書に定める改善基準値として適用されることに留意した上で、記載すること。


	
	応募者番号
	


様式Ⅲ-13
環境への配慮
	提案内容

	（４）悪臭防止基準
①規制項目
	規制項目
	規制値
（敷地境界）
	事業提案値

	
	
	中部敷地境界
	南部敷地境界

	アンモニア
	5 ppm
	●●ppm
	●●ppm

	トリメチルアミン
	0.07 ppm
	●●ppm
	●●ppm

	トルエン
	60 ppm
	●●ppm
	●●ppm

	キシレン
	5 ppm
	●●ppm
	●●ppm

	酢酸エチル
	20 ppm
	●●ppm
	●●ppm

	メチルイソブチルケトン
	6 ppm
	●●ppm
	●●ppm

	イソブタノール
	20 ppm
	●●ppm
	●●ppm

	プロピオンアルデヒド
	0.5 ppm
	●●ppm
	●●ppm

	ノルマルブチルアルデヒド
	0.08 ppm
	●●ppm
	●●ppm

	イソブチルアルデヒド
	0.2 ppm
	●●ppm
	●●ppm

	ノルマルバレルアルデヒド
	0.05 ppm
	●●ppm
	●●ppm

	イソバレルアルデヒド
	0.01 ppm
	●●ppm
	●●ppm

	硫化水素
	0.2 ppm
	●●ppm
	●●ppm

	メチルメルカプタン
	0.01 ppm
	●●ppm
	●●ppm

	硫化メチル
	0.2 ppm
	●●ppm
	●●ppm

	二硫化メチル
	0.1 ppm
	●●ppm
	●●ppm

	アセトアルデヒド
	0.5 ppm
	●●ppm
	●●ppm

	スチレン
	2 ppm
	●●ppm
	●●ppm

	プロピオン酸
	0.2 ppm
	●●ppm
	●●ppm

	ノルマル酪酸
	0.006 ppm
	●●ppm
	●●ppm

	ノルマル吉草酸
	0.004 ppm
	●●ppm
	●●ppm

	イソ吉草酸
	0.01 ppm
	●●ppm
	●●ppm


※排出口及び排出水からの臭気拡散計算書を添付資料として添付すること。なお、計算書で使用する数値については根拠を明示し、実績に基づく場合は、その実績値の根拠を添付すること。添付資料の様式・頁数は自由とする。

2 臭気指数
中部浄化センター規制値：15
南部浄化センター規制値：15

	
	応募者番号
	


様式Ⅲ-13
環境への配慮
	提案内容

	２　対策方法
※排出ガス、建設時の悪臭に係る対策方法の考え方を具体的に記載すること。
※騒音・振動に係る対策方法は、「様式Ⅳ-4-2　建設・維持管理・運営期間中の騒音・振動対策」に記載すること。
※維持管理運営時の悪臭に係る対策方法は、「様式Ⅳ-4-3　維持管理・運営期間の臭気対策」に記載すること。

３　その他
※要求水準書に定められている事項のうち、上記「１　事業提案値」「２　対策方法」に記載していない事項があれば、本項に記載すること。

	※A4版9ページ以内（図表を含む）
添付資料は含まない。
	応募者番号
	


様式Ⅲ-14
測定頻度
	提案内容

	１　各種測定方法及び測定頻度
※維持管理・運営業務にて、日報及び月報等によって、時間単位及び日単位データを記録・整理し、市へ報告する測定項目及び測定方法、測定頻度について、下表の様式に従い記載すること。なお、必要に応じて適宜追加・変更しても構わない。
	項目
	測定方法
	頻度
	頻度の根拠

	●●●
	●●測定機
	●●回/日
	●●による

	
	
	
	


※本表の記載にあたっては、「要求水準書（中部編）第3章7.2.2測定に関する業務」に記載されている項目については、必ず記載すること。





	※A4版2ページ以内（図表を含む）
	応募者番号
	


様式Ⅳ








優先交渉権者選定基準に係る事業提案書










	応募者番号
	







様式Ⅳ-1








事業の安定性に関する提案書










	応募者番号
	










様式Ⅳ-1-1
固形燃料化物受入企業の安定性
	提案内容

	１　固形燃料化物有効利用先の安定性・信頼性
以下の事項について具体的に記述すること。

	項　　　目
	数　　値
	備　　　考

	脱水汚泥処理量
	○ wet-t/日
	

	固形燃料化物製造量
	○○t/日
	上記処理量時



1 固形燃料化物有効利用企業による固形燃料化物受入状況を記入することとし、以下の書類を合わせて、提出すること。
・固形燃料化物を利用する予定の施設が所在する地方自治体等に対し、当該固形燃料化物を持ち込むことに関する事前説明を行った結果を証明する書類（議事録等）

	企業名
	固形燃料化物受入れ状況
	常時受入れ又は
臨時受入れ
	備考

	
	事業所名
（○○発電所）
（○○工場）
	受入れ期間
（○年○～○年○）
	受入れ量
（○t／日相当）
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※一企業において複数の固形燃料化物受入れ事業所を有する場合は、事業所毎に記載すること。



	
	応募者番号
	



様式Ⅳ-1-1
固形燃料化物受入企業の安定性
	提案内容

	2 以下の経営指標に基づいて固形燃料化物有効利用企業毎に記述すること。
また、併せて確認資料として連結決算による過去５ヵ年の損益計算書と賃借対照表を提出すること。
企業名：
・直近５ヵ年の経営損益状況について、３期連続で赤字がないか。
ａ）ない　　　　　ｂ）ある
・直近５ヵ年の自己資本金額について、５期連続で債務超過がないか。
ａ）ない　　　　　ｂ）ある
・直近５ヵ年の流動比率について、３期連続で100%未満がないか。
ａ）ない　　　　　ｂ）ある	

２　放射性物質への対応
※放射性物質への対応について、考え方を記載すること。

	※A4版4ページ以内（図表を含む）
添付資料は含まない。
	応募者番号
	



様式Ⅳ-1-2
SPCの収益性
	提案内容

	１　資金調達計画の観点から、財務の健全性及び安定性の確保について記述してください。

２　長期収支計画について、採算性の考え方の観点から、財務の健全性及び安定性の確保について記述してください。

※あわせて、SPCの出資構成（Ⅳ-1-2（別添1））、長期収支計画書（Ⅳ-1-2（別添2））を、別途、記入してください。


	※A4版2ページ以内（図表を含む）
添付資料は含まない。
	応募者番号
	








様式Ⅳ-1-3
固形燃料化施設の運転実績
	提案内容

	１　固形燃料化施設（処理汚泥量50ｔ/日以上）の運転実績について、以下に示して下さい。
あわせて運転実績を証明する書類（年報の写し等）を添付資料として添付してください。

	発注者
	処理場名
	固形燃料化方式
	施設規模
	稼働年月日

	●●市
	●●下水
処理場
	（炭化方式など）
	●●wet-t/日×●基
	平成●.●.●～

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合計
	―
	―
	―
	


※本表には、固形燃料化施設の本事業募集公告日時点における、公共事業における運転実績を全て記載すること。
※正本においては、上表の項目について全て記入し、副本においては、発注者、処理場名、固形燃料化方式は記入しないこと。なお、副本における処理場名の欄には、「流域下水道施設」、「公共下水道施設」、「廃棄物処理施設」、「し尿処理施設」等、公共事業における固形燃料化施設であることが確認できるようにすること。
※合計欄には合計のみ示すこと。
　欄が不足する場合には追加してください。




	※A4版2ページ以内（図表を含む）
　添付資料を含まない。
	応募者番号
	


様式Ⅳ-1-4
下水処理場の運転管理実績
	提案内容

	１　維持管理・運営を行う者の下水処理場（汚水処理量42,000m3/日以上・水処理または汚泥濃縮脱水施設、嫌気性消化施設は必須）の包括的民間委託による運転実績について、以下に示して下さい。
あわせて包括的民間委託実績を証明する書類（契約書の写し等）を添付資料として添付してください。様式は自由です。

	発注者
	処理場名
	水処理・汚泥処理方式
	施設規模
	従事期間
	対象

	●●市
	●●下水
処理場
	・標準法
・濃縮→消化→脱水→炭化
など
	●●m3/日
	平成●.●.●～
平成●.●.●
（●年●ヶ月）
	（全量下水など）

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	合計
	―
	―
	―
	
	


※本表には、維持管理運営を行う者の募集公告日時点における、汚水処理の日量42,000m3/日以上の類似施設の維持管理業務実績を全て記載すること。なお、下水処理場とは、下水処理場あるいは下水汚泥処理施設のことをいう。
※正本においては、上表の項目について全て記入し、副本においては、発注者、処理場名は記入しないこと。
※合計欄は従事期間のみ記載すること。



	※A4版2ページ以内（図表を含む）
　添付資料を含まない。
	応募者番号
	


様式Ⅳ-1-5
セルフモニタリング
	提案内容

	１　本事業について、事業者の財務状況、施設建設、サービス水準の確保及び向上等に関するセルフモニタリングに対する実施内容・体制、市が実施するモニタリングに対する協力・報告内容等について、以下の観点を踏まえて記述してください。
・セルフモニタリングの内容
・セルフモニタリングの実施時期、頻度
・セルフモニタリングの実施体制、内部チェック体制
・市が実施するモニタリングへの報告時期、頻度、報告内容



	※A4版4ページ以内（図表を含む）
	応募者番号
	





様式Ⅳ-1-6
処理対象物の変動への対応
	提案内容

	１　本事業について、下水汚泥及びし尿・浄化槽汚泥等の短期的・長期的な量及び質の変動を踏まえた安定的な運転が可能であるかどうかを以下の点を踏まえて記載してください。
　・短期的・長期的変動率の設定と施設規模
　・下水汚泥およびし尿浄化槽汚泥等を受け入れる際のバッファ能力の考え方と該当施設容量
　・変動に対応した送泥方法



	※A4版4ページ以内（図表を含む）
	応募者番号
	


様式Ⅳ-1-7
人材確保及び人材教育について
	提案内容

	１　人材確保の方策
　維持管理・運営時における人材確保のための方策を具体的に記載してください。
※最低でも有資格者および配置する人員数の確保は行うものとする。

２　人材教育
※維持管理・運営の人員に対する教育計画を記載すること。業務内容や資格等に応じた計画とすること。
※維持管理・運営の人員に対する教育効果について、CPD等の指標を用いた効果の示し方を記載すること。
※安全教育・訓練、消防設備の教育訓練の徹底方法について、具体的な考え方を記載すること。





	※A4版4ページ以内（図表を含む）
	応募者番号
	


様式Ⅳ-2







設計・建設に関する提案書










	応募者番号
	




様式Ⅳ-2-1
工事計画（中部浄化センター）
	提案内容

	１　施工計画
※稼働中の既存施設に与える影響の軽減に配慮した工法選定、施工計画について、その考え方と具体的内容を記載すること。なお、提案された施工計画の妥当性・実現性を確認できるように、施工計画図を示すこと。
※市が別途発注する工事との連携・施工調整・問題発生時の対応内容について、その考え方を具体的に記載すること。

２　安全対策
※事故発生防止のための工夫について、その内容と考え方を具体的に記載すること。
※仮に事故が起きた際の対応について、想定される内容とその対処方法を記載すること。
※作業従事者への安全教育や交通誘導員の配置等、安全管理及び交通管理に係る考え方を、具体的に記載すること。

３　その他の提案
※工期中に確実に施工が終了するための工夫について、提案を現場別に記載すること。
※工期内完成と安全対策の拮抗があった場合の優先順位の考え方についても記載すること。

	※A4版4ページ以内（図表を含む）
図面を用いる場合は、A3版とする。
	応募者番号
	



様式Ⅳ-2-2
工事計画（南部浄化センター）
	提案内容

	１　施工計画
※稼働中の既存施設に与える影響の軽減に配慮した工法選定、施工計画について、その考え方と具体的内容を記載すること。なお、提案された施工計画の妥当性・実現性を確認できるように、施工計画図を示すこと。
※市が別途発注する工事との連携・施工調整・問題発生時の対応内容について、その考え方を具体的に記載すること。

２　安全対策
※事故発生防止のための工夫について、その内容と考え方を具体的に記載すること。
※仮に事故が起きた際の対応について、想定される内容とその対処方法を記載すること。
※作業従事者への安全教育や交通誘導員の配置等、安全管理及び交通管理に係る考え方を、具体的に記載すること。

３　その他の提案
※工期中に確実に施工が終了するための工夫について、提案を現場別に記載すること。
※工期内完成と安全対策の拮抗があった場合の優先順位の考え方についても記載すること。

	※A4版4ページ以内（図表を含む）
図面を用いる場合は、A3版とする。
	応募者番号
	



様式Ⅳ-2-3
試運転時における既存施設への影響
	提案内容

	１　中部浄化センターの既存処理施設（焼却施設を含む）への影響を考慮し、処理施設の切替を踏まえた試運転方法についての提案を記載してください。
・具体的な切替方法（期間、対象汚泥・汚泥量、方法）
・予想される水処理への影響
・予想される汚泥処理への影響
　・予想される脱水汚泥の外部搬出量
　・本提案方法を用いない場合の影響について
　・その他

２　南部浄化センターの既存処理施設への影響を考慮し、処理施設の切替を踏まえた試運転方法についての提案を記載してください。
・具体的な切替方法（期間、対象汚泥・汚泥量、方法）
・予想される水処理への影響
・予想される汚泥処理への影響
　・予想される脱水汚泥の外部搬出量
　・本提案方法を用いない場合の影響について
　・その他


	※A4版4ページ以内（図表を含む）
添付資料は含まない。
	応募者番号
	


様式Ⅳ-2-4
下水処理施設の安定的な稼働想定
	提案内容

	１　中部浄化センターについて、既設を含む水処理・汚泥処理施設をとめることなく安定的に稼働させるための提案を記載してください。
・施設規模および系列数設定の考え方
・定期修繕および故障時の対応
・予備機に対する考え方
・その他

２　南部浄化センターについて、既設を含む水処理・汚泥処理施設をとめることなく安定的に稼働させるための提案を記載してください。
・施設規模および系列数設定の考え方
・定期修繕および故障時の対応
・予備機に対する考え方
・「気候変動を踏まえた都市浸水対策に関する検討会　国土交通省主催」の提言を踏まえ、自然災害に備えた受入施設の安全対策を記載すること。
・その他


	※A4版8ページ以内（図表を含む）
添付資料は含まない。
	応募者番号
	




様式Ⅳ-2-5
し尿・浄化槽汚泥受入体制
	提案内容

	１　中部浄化センターにおけるし尿・浄化槽汚泥の受入れに対して、受入施設の効率性・安定性・安全性を考慮した提案を記載してください。
・市が管理する際に下水処理との連携が容易かつ安定的な運転管理ができるような工夫
・下水道投入時あたり、下水処理への影響を最小化するための工夫
・し尿等の搬入量の変動を緩和して下水道投入を行うための工夫

２　南部浄化センターにおけるし尿・浄化槽汚泥の受入れに対して、受入施設の効率性・安定性・安全性を考慮した提案を記載してください。
・市が管理する際に下水処理との連携が容易かつ安定的な運転管理ができるような工夫
・下水道投入時あたり、下水処理への影響を最小化するための工夫
・し尿等の搬入量の変動を緩和して下水道投入を行うための工夫

	※A4版4ページ以内（図表を含む）
図面を用いる場合は、A3版とする。
	応募者番号
	


様式Ⅳ-3








維持管理・運営に関する提案書










	応募者番号
	









様式Ⅳ-3-1
ライフサイクルコストの低減
	提案内容

	１　汚泥処理施設等に対する設備保守管理計画
※施設の特徴を踏まえた設備保守管理に係る基本方針、実施計画について、具体的に記載すること。実施計画の提出については求めない。
※具体的な各種点検・整備実施計画、修繕・大規模修繕・更新実施計画について、実施方針、実施頻度等の工夫を、本様式に記載すること。また、提案する実施頻度とその費用が、実績またはそれに準ずる根拠に基づいたものであることが確認できる資料がある場合は、当該資料を添付資料として添付すること。

２　点検・修繕・更新及びユーティリティに対するライフサイクルコストの低減
　維持管理・運営時における更新計画を記載してください。
また、点検・修繕・更新及びユーティリティに対するライフサイクルコストの低減方法について、以下の視点より記載してください。
・異常発見時から修繕等の対応、
・修繕・更新の判断基準
・ユーティリティ削減の工夫

３　市の収益
　維持管理・運営時における市の収益について項目別に年度ごとに示してください。
　また、市の収益を増加させる方策があれば記載してください。


	※A4版4ページ以内（図表を含む）
（別添）様式、添付資料は含まない。
	応募者番号
	


様式Ⅳ-3-2
施設の安定的な運転管理
	提案内容

	１　有資格者の配置
	職種
	資格
	根拠法令
	人数

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※本表には、本事業の維持管理・運営において必要となる有資格者について、職種及びその資格名称、根拠法令、人数を記載すること。なお、複数の資格を有する者の配置によって、必要な有資格者を兼務する場合は、兼務する資格が分かるように、本表を適宜追加・変更しても構わない。
※本表の記載にあたっては、「要求水準書（中部編）第3章7.1.3維持管理運営体制」及び「要求水準書（中部編）第3章7.2.9エネルギー管理業務」に記載されている人員については、必ず記載すること。

２　維持管理体制
※本事業の維持管理・運営期間を通じた平常時の平日・休日・日中・夜間の維持管理体制について、下表の維持管理体制表を記載するとともに、その体制構築の考え方を施設稼働初期の考え方および夜間管理の考え方を含めて、具体的に記載すること。なお、下表は適宜追加・変更しても構わない。
　平日日中（時間帯●:●●～●:●●）
	職種
	担当業務・内容
	資格
	人数

	
	
	
	

	
	
	
	


　平日夜間（時間帯●:●●～●:●●）
	職種
	担当業務・内容
	資格
	人数

	
	
	
	

	
	
	
	


　休日日中（時間帯●:●●～●:●●）
	職種
	担当業務・内容
	資格
	人数

	
	
	
	

	
	
	
	


　休日夜間（時間帯●:●●～●:●●）
	職種
	担当業務・内容
	資格
	人数

	
	
	
	

	
	
	
	



３　既存施設への影響を考慮した運転管理上の工夫
※水処理等の既存施設への影響を最小限とする運転管理上の工夫を具体的に記載すること。

	※A4版8ページ以内（図表を含む）
添付資料は含まない。
	応募者番号
	


様式Ⅳ-3-3
危機管理体制
	提案内容

	１　緊急時の体制
※自然災害（地震・津波・河川氾濫等）や設備故障等による重大事項が発生した場合の緊急体制、対応方法について、事象毎に配備基準と体制構築理由を具体的に記載すること。

２　事前対策
※緊急時における速やかな対応を図るための事前対策や緊急事態を未然に防ぐための工夫について、その考え方と具体的内容を記載すること。

３　緊急時における汚泥処理施設等の安全対策
※災害等の緊急時における汚泥処理施設等の安全停止及び停止後の安全確保の方法について、その考え方を含めて記載すること。
※停電時における具体的な汚泥処理施設等の安全対策方法と、その信頼性に係る考えを記載すること。
※停電時の施設の安全対策として、汚泥処理施設等に自家発電設備を設置する場合、汚泥処理施設等の安全停止を考慮した負荷設定・保全性及び維持管理等を考慮した機器設計に対する考え方について記載すること。また、自家発電設備の使用燃料及びその調達方法、貯留容量、自家発電設備の運転時間に関する考え方について記載すること。また、設置しない場合については、重大事故にならないような電源設備の対応策について記載すること。なお、本提案に係る図面については、「様式Ⅴ　施設整備計画　図面集」に示し、容量計算については、「様式Ⅲ-8-1　電気設備計画（中部浄化センター）」及び「様式Ⅲ-8-2　電気設備計画（南部浄化センター）」に添付する容量計算書に示すこと。

４　設備故障に対する汚泥処理施設等の安全対策
※汚泥処理施設等の設備故障リスクを考慮し、機器等が故障した場合にリスクを分散するための工夫や、汚泥処理施設等については機器構成（予備機、複数系列化等）等、具体的な安全対策方法について、その考え方を含めて記載すること。

５　他施設の故障事例等を生かした対応方法
※維持管理・運営期間中において、他施設における故障等の事例を生かした修繕計画の考え方を具体的に記載すること。
※維持管理・運営期間中において、他施設における故障等の事例を生かした具体的な対応方法の考え方を記載すること。
※汚泥処理施設等の維持管理・運営期間中において、安定運転を目指した既存汚泥処理施設と汚泥処理施設等の連携の在り方について、具体的方策とその効果を記載すること。様式Ⅳ-2-5に記載の内容と同じであれば、その旨を記載すること。

６　汚泥処理施設等からの汚水排水の排出規制値超過に対する安全対策
※本項目について特別な対策を講じない場合は、その理由と根拠を明記すること。


	※A4版12ページ以内（図表を含む）
	応募者番号
	


様式Ⅳ-3-4
固形燃料化物の安全管理
	提案内容

	１　固形燃料化物貯蔵時の安全対策
※固形燃料化物の安全管理のための管理方法（指標・測定頻度等）について記載すること。また、異常箇所発見時の現場対応及び運転設備の対応についても記載すること。
※固形燃料化物の貯蔵時における発熱・発酵防止対策及び粉塵による事故等の防止対策について、適正かつ効果的な対策方法と考え方を具体的に記載すること。なお、関連する法規則に基づき設置する設備や対策については、法規則に基づくことが分かるように明記すること。
※各種試験（発火試験、可燃性ガス発生試験、粉塵爆発試験等）を行っている場合、その結果を示すこと。
※提案する固形燃料化物に対する安全対策の信頼性・根拠について、記載すること。

２　固形燃料化物運搬時の安全対策
※固形燃料化物の運搬時の事前対応として積載方法や運搬方法について記載すること。
※固形燃料化物の運搬時における事故発生時の対応について記載すること。事前対応および事故発生時の対応については、他事例等の根拠があれば合わせて記載すること。


	※A4版4ページ以内（図表を含む）
	応募者番号
	


様式Ⅳ-4







環境への配慮に関する提案書










	応募者番号
	










様式Ⅳ-4-1
温室効果ガスの発生抑制
	提案内容

	１　維持管理・運営時における温室効果ガス排出量
　・温室効果ガス排出量（稼働日数320日）：●●●●t-CO2/年
　・温室効果ガス排出量（稼働日数●●日）：●●●●t-CO2/年
　　※小数第1位を四捨五入し、整数止めとする。
　　※稼働日数の欄の●●日には、提案する稼働日数を記載すること。上段は稼働日数を320日とした場合の数値を記載すること。
	項目
	使用量
・排出量
	排出係数
・温暖化係数
	温室効果ガス
排出量

	エネルギー
消費
	電気
	●●kWh/日
	0.474kg-CO2/kWh
	●●kg-CO2/日

	
	燃料
	●●Nm3/日
	●●kg-CO2/Nm3
	●●kg-CO2/日

	
	●●
	●●/日
	●●kg-CO2/●
	●●kg-CO2/日

	プロセス
排出
	CH4
	●●kg-CH4/日
	●●
	●●kg-CO2/日

	
	N2O
	●●kg-N2O/日
	●●
	●●kg-CO2/日

	
	●●
	●●/日
	●●
	●●kg-CO2/日

	その他
消費
	上水
	●●m3/日
	0.002t-CO2/m3
	●●kg-CO2/日

	
	再生水
	●●L/日
	―
	0kg-CO2/日

	
	薬品
（●●%）
	●●/日
	●●kg-CO2/●
	●●kg-CO2/日

	
	●●
	●●/日
	●●kg-CO2/●
	●●kg-CO2/日

	
	合計
	●●kg-CO2/日


※温室効果ガス排出量の算出は、「要求水準書（中部浄化センター編）　別紙11」に準ずること。
※本表の項目欄に記載のない排出源については、適宜追加すること。
※プロセス排出に係る排出量については、実績に基づくものとし、その数値根拠を添付資料として添付すること。
※本表の排出係数・温暖化係数のうち、「要求水準書（中部浄化センター編）　別紙11」に記載されていない係数を用いる場合は、その根拠資料を添付資料として添付すること。
※薬品については具体名、濃度及び消費量の単位を記載すること。
※1日あたりの脱水汚泥処理量は提案処理量とすること。
※バイオガス発電の売電及び固形燃料化物の利用先での削減効果は含めないものとすること。

２　温室効果ガス排出量の低減策
※温室効果ガス排出量の低減のための工夫、具体的な低減策について、その考え方を含めて記載すること。

	※A4版4ページ以内（図表を含む）
添付資料は含まない。
	応募者番号
	


[bookmark: _GoBack]様式Ⅳ-4-2
臭気対策
	提案内容

	１　中部浄化センターの具体的な臭気対策
※臭気漏洩対策について、以下の点を踏まえ、考え方とその対策方法を具体的に記載すること。
　・臭気発生個所（施設別）
　・臭気捕集方法
　・通常運転時、起動時、緊急時（停電時または故障時）、脱水汚泥搬送時、燃料化物搬出時、修繕時等、臭気漏洩が生じる可能性のある事象毎の対策方法
※実績等に基づき、臭気漏洩対策効果が確認できる資料がある場合は、当該資料を添付資料として添付すること。

２　中部浄化センターの臭気の管理方法
※提案する臭気指数を遵守するための、維持管理に係る考え方とその対策方法を具体的に記載すること。

３　南部浄化センターの具体的な臭気対策
※臭気漏洩対策について、以下の点を踏まえ、考え方とその対策方法を具体的に記載すること。
　・臭気発生個所（施設別）
　・臭気捕集方法
　・通常運転時、起動時、緊急時（停電時または故障時）、脱水汚泥搬出時等、臭気漏洩が生じる可能性のある事象毎に対策方法
※実績等に基づき、臭気漏洩対策効果が確認できる資料がある場合は、当該資料を添付資料として添付すること。
※起動時以外の対策方法については、南部浄化センター維持管理業務受託者に対して行う指導内容を示すこと。



	※A4版8ページ以内（図表を含む）
添付資料は含まない。
	応募者番号
	


様式Ⅳ-5







地域貢献に関する提案書










	応募者番号
	










様式Ⅳ-5-1
設計・建設時の地域への貢献や地域経済の活性化
	提案内容

	※本事業の設計・建設時における市内企業等との協力・連携及び人材活用等、地域活性化への貢献に寄与する提案について、その考え方と具体的内容を記載してください。

	※A4版4ページ以内
添付資料は含まない。
	応募者番号
	


様式Ⅳ-5-2
維持管理・運営時の地域への貢献や地域経済の活性化
	提案内容

	※本事業の維持管理・運営期間を通じた市内企業等との協力・連携（修繕の発注等）及び人材活用等、地域活性化への貢献に寄与する提案について、その考え方と具体的内容を記載すること。
※見学者、住民対応に関する考え方を記載すること













	※A4版4ページ以内（図表を含む）
添付資料は含まない。
	応募者番号
	



様式Ⅳ-6







その他に関する提案書










	応募者番号
	











様式Ⅳ-6-1
その他独自提案
	提案内容

	※本事業の実施について、特に以下の点に着目したその他の提案を記載すること。
※様式は自由である。
　・固形燃料化物の有効利用促進に係る提案
　・バイオガス発生量の増加に係る提案
　・その他、市に対して有効と考えられる提案


	※A4版6ページ以内（図表を含む）

	応募者番号
	








様式Ⅳ-6-2
付帯事業
	提案内容

	※付帯事業の提案があれば、付帯事業について概要および有効性、実現性、具体性、継続性について記載すること。
※様式は自由である。
　・提案バイオマス処理事業の実施に係る提案
　・未利用地値活用事業の実施に係る提案



	※A4版15ページ以内（図表を含む）

	応募者番号
	


様式Ⅳ-7








経済性に関する提案書










	応募者番号
	










様式Ⅴ








施設整備計画　図面集










	応募者番号
	




様式Ⅴ-1
提案図面目録
	図面名称
	図面番号
	備考

	施設全体配置図
	
	

	メカニカルフローシート
	
	

	単線結線図
	
	

	監視制御システム構成図
	
	

	計装フローシート
	
	

	施設立面図
	
	

	施設各階平面図
	
	

	施設断面図
	
	

	基礎図
	
	

	機器配置配管平断面図
	
	



注1　提案図面の様式は任意とし、サイズは「A3版」とする。
注2　必要に応じて適宜追加・変更すること。
注3　中部浄化センターと南部浄化センターでは分けて記載を行うこと。
注4　責任分界点における既存施設または他工事との取り合い点について明示すること。
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